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花茎数の増加程度が主塊茎における花
茎数の減少を補う程度まで高まっては
いない。このことが花茎数あるいは切
り花収量が 3年生で最大となり，4年
生では減少に転じる要因の一つである
と考えられる。

4. 塊茎と越冬芽の特徴に
見る種間差

エゾリンドウとササリンドウの株を
掘り上げて比較観察すると，エゾリン
ドウのほうがササリンドウより株が大
きく，株齢による株の発達が旺盛で，

塊茎数が多い（阿部 2015；図 -5）。
越冬芽を観察すると，エゾリンドウの
越冬芽はササリンドウより大きく，厚
いりん片葉に覆われている。越冬芽の
発生範囲を見ると，エゾリンドウでは
最上位の越冬芽が徐々に地表面より高
くなる一方で，最下位の越冬芽は徐々
に地表面より深くなり，越冬芽の発生
範囲が年々垂直方向に広がっていく
（図 -6）。一方，ササリンドウではす
べての越冬芽が地表面より深く，越冬
芽の発生範囲は垂直方向に小さく，株
齢による変化も小さい（図 -6）。以上
を模式図にしたのが図 -7 である。相
対的にみて，エゾリンドウは塊茎・越
冬芽とも大型であり，株齢が進むごと
に塊茎・越冬芽の増加が著しく，一方，
ササリンドウは塊茎・越冬芽とも小型
であり，株齢が進んでも塊茎・越冬芽
の増加は緩慢である。また，前章と同
様の調査をササリンドウについて実施
したところ，株の花茎数の配分が主塊
茎から副塊茎に移行する現象が同様に
認められた（阿部ら 2017）。

5. おわりに

以上より，リンドウの 4年生以降
の収量低下要因の一仮説として，花茎
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図 -5　 エゾリンドウとササリンドウにおける塊茎と越冬芽の様子
 　  A：株全体の様子  B：株を塊茎ごとに分解した様子
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図 -6　越冬芽発生範囲の推移（越冬芽の基部を測定）
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図-7 塊茎の発達と越冬芽の発生模式図
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図 -7　塊茎の発達と越冬芽の発生模式図
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数が主塊茎から副塊茎に移行する過程
で，主塊茎の衰退を副塊茎の発達がカ
バーしきれていないことが考えられ
た。これを解決するためには，主塊茎
の発達を維持すること，あるいは副塊
茎の発達を促すことが考えられる。前
者については，主塊茎は真上に伸長し
て地表に露出しやすいため，乾燥害や
凍寒害により衰退するのではないかと
考えられ，土寄せによる露出防止が有
効ではないかと思われる。しかし，近
年は除草労力軽減のためマルチや抑草
シートを据え置く生産者が増加してお
り，実施は難しい。一方，後者につい
ては，すぐに実施可能な技術は思い当
たらないが，もし副塊茎の形成を促す
技術が今後開発されれば，1年生株に
用いて副塊茎数を確保することで収量
低下予防に有効と思われる。また，図
-5B のように二次副塊茎以降は発達が

遅いため収量への貢献が低く，花茎数
過剰となり株仕立て作業の煩雑化の原
因ともなりうるため，二次副塊茎以降
については形成を抑制する技術も有効
と思われる。
現在，リンドウに用いられている植
調剤はジベレリンのみであり（使用目
的は発芽促進と生育促進），ジベレリン
が塊茎の形成発達に与える影響は十分
に解明されていない。ジベレリンおよ
びその他植調剤等がリンドウの塊茎の
形成発達に与える影響が解明され，切
り花収量を長期にわたって維持する栽
培技術が開発されることを期待する。
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　ナデシコ科ハコベ属の一年生～越年生草本。庭，畑地，空き地，
道端など，どこにでも生える。茎は分枝して株となって四方に
広がる。草高 10 ～ 30cm。厳冬期や盛夏を除いて，ほぼ一年
中花をつける。花弁は 5枚であるが深列して 10枚に見える。
長い間，在来のミドリハコベと区別されずに「はこべ」として
扱われてきたが，近年になって両者が分けられ，茎が赤みを帯
びること，雄蕊が 1～ 7本とやや少なく，種子の突起が尖ら
ないことなどでミドリハコベと区別される。
　史前帰化植物とされ，日本へは麦作と一緒に入ってきたと考
えられている。約二千年前には早春の若菜としてどこにでも見
られたであろうし，万葉人たちにも親しまれていたはずである。
その「はこべ」の語源については諸説あるが，「波

は く べ ら

久培良」が訛っ
たものとも。ところが，この，如何にも万葉仮名のような「波
久培良」であるが，古事記にも万葉集にも出てはこない。さら
には「源氏物語」や「枕草子」にもみられず，万葉人から平安

貴族たちには芹や薺
なずな

と一緒に「春
わかな

菜」として扱われていた。「波
久培良」の名は，平安中期の本草書「本草和名」まで待つこと
になる。
　「芹 薺 御

おぎょう

形 繁縷 仏座 菘
すずな

 蘿
すずしろ

蔔 これぞ七草」と詠われたよ
うに，春の七草の一つであるが，近代まで，芹や薺のように歌
や俳句に詠まれることはなかった。
　　畦草の繁縷もくもくと繁りたり
　　　　　幼ごころ湧きて寝ころがりたき （窪田空穂）
　　あたたかくそそぐ雨かも垣の根に
　　　　　かつがつ芽ぐむ冬のはこべら （太田水穂）
　　遮断機にはこべは去年の座をひろげ （中村汀女）
　　尼若くはこべ踏んでも笑いこけ （長谷川かな女）
　　庭先のはこべひとつで粥を炊き （須賀乃山）
　もちろん「はこべ」は春の季語である。
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